
平成２６年度  関西総支部 秋の懇親会 実施報告 

 

 平成２６年度秋の懇親会は 遊歩百選にも選ばれています近江八幡地区を「近江商人の

町並みと琵琶湖大パノラマと郷土料理に舌鼓」と題して １０月１８日開催しました。 

 当日は快晴となり、ご家族合わせ１２名の参加で午前１０時過ぎに近江八幡駅に集合。

まずは新町通りに集まる郷土資料館、民族資料館、旧伴家住宅等を見学しました。資料館

では 近江八幡の歴史や近江商人の日常生活が再現されていましたが、近江八幡の左義長

まつりに使用される山車や、朝鮮通信使の往時を偲ばす人形等もありました。 

 新町通りは伝統的建造物群保存地区であり、旧西川本家、うだつ・犬矢来や見越しの松

など歴史ある町並み・風情を楽しみながら散策。麩の老舗では試食品を頂き八幡堀に向か

いました。 

八幡堀は今では時代劇のロケ地として有名ですが、戦後都市基盤整備の為埋立計画が立

てられたが、住民による堀の自主清掃や保存活動により保存整備されたようです。この八

幡堀風景を楽しみながら八幡商人の信仰を集めた日牟禮八幡宮を見学（参拝）しました。 

 その後 ロープウエイで八幡山に登りました。山頂駅から山頂に登ると琵琶湖が見渡せ

る展望台に到着。眼下には西国３１番札所である長命寺のある長命寺港、琵琶湖を挟んで

比叡山や琵琶湖バレイのある山並み等大パノラマを楽しむことができました。又城跡の古

い石垣を眺めながら八幡山の東側へまわり安土城跡や伊吹山も眺めることができました。 

 八幡山にある瑞龍寺を見学しながら下山。八幡堀沿いを散策しながら郷土料理「喜兵衛」

にて昼食を取りました。昼食は 鯉の煮つけ、近江牛、赤こんにゃく、丁字麩など郷土の

材料を使った喜兵衛膳を堪能しました。鯉の煮つけの大きさにびっくりしました。 

 昼食後は自由行動としました。今年は W.M.ヴォーリズ没後５０年だそうで色々な展示

がありました。白雲館、近江兄弟社の各記念館、アンドリュース記念館、ウオーターハウ

ス記念館等の見学や永原町通りの町並みを散策しました。 

 午後４時半に小幡駐車場に集合し、バスで近江八幡駅に移動。駅にて解散しました。 

                                 （S５０B 小島） 

    


